
 平成30年度当初予算　予算要求シート
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【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 3 -

1-1
局・課名

8,091 8,775

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： その他一般

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 自殺対策事業

： 健康福祉局・精神保健課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

平成29年度予算額

480 577 市民、民生委員、かかりつけ医等研修

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

11,879

142

1,522

262

1,781

228

345 405

　H　～　H

事業

概要

「自殺対策基本法（平成18年10月施行）」の理念に基づき、自
殺を予防し、社会の健全な発展を図るため、抜本的な対策を
協議するとともに、関係機関・団体等との「連携」を強化し、市
民が健康で生きがいを持って暮らせる社会の実現を目的と
する。

平成29年3月策定の「堺市自殺対策推進計画（第２次）」に基づく事業の実施
①市民への普及啓発：自殺予防週間（9月）や自殺対策強化月間（3月）における
集中的な普及啓発。情報媒体・内容の充実、「相談機関一覧」の冊子作成等。
②ゲートキーパーの養成の拡充：庁内外の窓口職員だけでなく、広く市民や企
業、学校関係者、医療従事者等も対象に研修会を実施。スキルアップも目指す。
③職場でのメンタルヘルス対策：事業所等への研修や啓発を実施。
④自殺未遂者への相談支援：警察・救急・救急告示病院と連携して自殺未遂差の
再企図を予防する相談支援事業を実施。関係機関同士の連携強化も図る。
⑤自死遺族への支援：二次的な自死を防ぐための相談支援の実施と、自助グ
ループ活動への支援を推進する。

平成29年3月に策定の「堺市自殺対策推進計画（第２次）」の
重点施策に基づいた事業を実施する。きめ細かな見守りで支
えあうまち、をめざし、特に、身近な相談役としてのゲート
キーパー養成を中心に、自殺問題に関する市民理解の促進
をめざす。

普及啓発関係

113

市民向け講演会、街頭啓発等

国の会議・研修会等経費

10,843

その他

11,500

債務負担行為

ゲートキーパーの養成等

地域自殺対策推進センター関係 懇話会開催、センター研修経費、計画管理等

自殺未遂者への相談支援等 いのちの相談支援事業出務報酬等

職域連携推進事業 事業所向け研修会

堺市自殺対策推進計画（第２次）を踏
まえた事業の推進。
大綱の見直しを踏まえ、国から提供さ
れる地域自殺実態プロファイルの活
用。

堺市自殺対策推進計画
（第２次）及び地域自殺実
態プロファイルに沿った事
業の推進。

108011整理番号

合計 10,842 11,879

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

H21.3　堺市自殺対策推進計画の策定
H21.4　いのちの応援係を設置
H25.3　堺市自殺対策強化プランの策定
H27.10　自殺対策に関する市民意識調査
H29.3　「堺市自殺対策推進計画（第２次）」の策定
H29.7　自殺総合対策大綱の見直し


